
狂犬病抗体検査証明書(兼申請書）の記入例

《その他の注意事項》
　　・記載内容のすべての日付は、西暦をご使用ください。
　　・用紙は、普通紙をご使用ください。光沢紙、カラー紙、厚紙は使用しないでください。
　　・パソコンで入力（Wordファイルで作成）された場合でも、採血した獣医師の署名欄は、必ず直筆で記入をしてください。
　　・作成には鉛筆や消せるペン、修正テープを使用しないでください。
　　・作成後はコピーをお控えください。
　　・記載内容を十分ご確認いただいた後、その他の検査材料と一緒にご送付ください。
　　・証明書として発行した「狂犬病抗体検査証明書(兼申請書)」への加筆・修正は認められません。

血清を発送する日を記入してください。

記載内容は、弊所から証明書を送付する宛先として使用します。
証明書の送付先が、記載内容と異なる場合は、送付先を記載したメモを同送し

採血した獣医師の署名欄は、 必ず直筆で記入してください。

渡航目的の場合、国により検疫規則に則っているかどうかの判断基準になる
重要な項目です。
埋込年月日が不明な場合は、証明書の提出先にどのように記入すればよいか
を確認してください。
(例：渡航目的の場合の問い合わせ先→当該動物の輸出入国の動物検疫所）

2025 9 22

マイクロチップ番号は正確に転記し、数字はハッキリと記入してください。
マイクロチップに付属した番号シールを貼付いただいても結構です。
国際標準規格(ISO)11784及び11785に適合するマイクロチップの桁数は15桁で
す。その他の規格のマイクロチップ番号は桁数が異なる場合がありますので
ご注意ください。
複数のマイクロチップ番号を装着している場合は、以下のように記載してく
ださい。

（例）1)392 123 456 789 012 2)392 210 987 654 321 

記入漏れがある場合、証明書の発行ができないことがございます。
また、所有者様・診療所様・発送ご指定先のいずれかへ発行前にご返送し、
記入のお願いをすることがあります。

①日付
狂犬病ワクチン接種証から正しく転記してください。
日本への輸入目的の場合は、直近2回分の日付を必ず記入してください。

②ワクチン名称
ワクチン名称が不明の場合、日本で接種された場合は「狂犬病不活化ワクチン」または「狂犬病TCワクチン」と記入してください。
海外で接種された場合は、ワクチン接種を行った獣医師にお問い合わせください。

③有効免疫期間
日本国内で使われている狂犬病ワクチンの有効免疫期間は、どの製品であっても1年間とされています。
海外で接種された場合は、ワクチン接種を行った獣医師にお問い合わせください。
ワクチンの製品自体の有効期限とは異なりますので、ご注意ください。

④ワクチン製造会社・ロット番号
不明な場合は、証明書を提出する相手先でご確認ください。
(例：渡航目的の場合の問い合わせ先→当該動物の輸出入国の動物検疫所）
ワクチン製造会社はワクチンの販売会社とは異なりますのでご注意ください。

あてはまる動物種にチェック してください。

保護動物など、正確な生年月日が不明な場合は、｢年」だけは記入してくださ
い。

研究所使用欄は弊所にて使用しますので何も記入しないでください。


